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1. はじめに 

注意機能はすべての認知機能の基盤であるため，認

知機能の検査中に注意状態を把握できれば，検査精度

の向上が期待できる. 本研究では，人の注意状態を反

映した脳波として知られている定常状態視覚誘発電

位(SSVEP)[1]と反応時間計測を用いた注意状態の定量

評価について調べることを目的とした． 

2. 実験方法 

被験者は 6 名で実験に参加した全員は裸眼もしくは，

矯正した状態で正常な視力を有していた 

被験者に呈示した視覚刺激を図 1に示す. 左右それ

ぞれ 12 Hz，15 Hz で明滅する反転格子を配置し, 実験

1では被験者は左ターゲットを注視した. 2～3 秒の間

隔で左右ランダムに赤い円形ターゲットを格子内の

画面中央寄りに出現させ，被験者はターゲットを認識

したらすぐに右手示指で力覚センサを押した. 10 回の

ターゲット呈示を 1 試行とし, 5 試行行った. 実験 2 で

は右側のターゲット位置を注視し同様の実験を行っ

た. 指力データから反応時間を求め, 注視と非注視の

ターゲットに対する反応時間を比較した． 

また，6 名のうちの 1 名の被験者で，実験 1, 2 のタ

スク遂行中の脳波を計測した. 解析対象の電極は頭頂

-後頭部の PO3, PO4 とし，解析対象区間は，ターゲッ

ト表示を 0 s としたときの－2 s ～ 1 s を 1 秒毎に区切

り, 区間 1，区間 2，区間 3 と分割し，それぞれの区間

で高速フーリエ変換を行い，12 Hz, 15 Hz のパワーを

算出した. また, 20秒間のベース期間の 12 Hz, 15 Hzの

パワーを求め, それぞれの区間において, 12 Hz, 15 Hz

のパワー値のベース区間 20 秒間のパワー値に対する

ゲインを求めた. 

3. 結果・考察 

6 名の被験者の反応時間の平均と標準偏差を図 2 に

示す. すべての被験者において注視したターゲットに

対する反応時間が非注視の時に比べ，有意に短かった．

これは, 注意方向が中心視, 非注視方向が周辺視であ

るためと考えられる. また，脳波計測を行った 1 名の

SSVEP の解析結果を図 3 に示す. この図は，注視して

いた刺激の周波数の利得から非注視の刺激の周波数

の利得を引いた値を示しており, 実験 1, 実験 2 とも

に注視していた刺激の周波数の利得が大きく,注意の

度合いが確認できた. したがって, SSVEP によって定

量化された注意状態と行動指標である反応時間を関

連付けることができたと考えられる． 

4. まとめ 

本研究では， SSVEP によってターゲットを注視し

ていることが確認できた場合に反応時間が短くなる

ことを示した． 
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(a) 実験 1 

 
(b) 実験 2 

図 2 実験 1：反応時間の平均と標準偏差 

 
 

図 1 開発した実験システム 

 
図 3 反応時間の平均と標準偏差 
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